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と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
卒
業
生
の
進
路
先
と
し

て
も
っ
と
広
い
選
択
肢
を
持
ち
た
い

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
支
援
費
制
度
に
う
た
わ
れ
て
い

る
、
本
人
の
自
由
意
思
と
選
択
と
い

う
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
で
す
。
都

内
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
の
人
を
受
け

入
れ
て
い
る
通
所
施
設
が
40
か
所
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
人
の
自
由

意
思
を
生
か
し
て
希
望
に
満
ち
た
卒

業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま

す
。

1

小
平
市
内
の
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
卒
業
生
が
進
路
先
を
決
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
本
人
や
家
族
の

希
望
を
十
分
聞
き
、
よ
く
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
中
島
町
　
小
平
肢

体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
　
大
西
光

子
　
外
千
9
百
69
人
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情
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願
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意見書�意見書�意見書�
9月定例会では、請願の採択に

伴って、1件の意見書を可決し、
関係機関へ送付しました。

9
月
定
例
会
で
は
、
請
願
1
件
を
新
た
に
受
理
し
、
1
件
の
取
り
下

げ
を
承
認
、
1
件
を
採
択
、
2
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
新
た
に
5
件
を
受
理
し
ま
し
た
が
、
1
件
は
取
り

下
げ
と
な
り
、
4
件
に
つ
い
て
は
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書

表
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
、
下
記
の
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

養
護
学
校
の
生
徒
の
多
様
化
、
重

度
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
20

年
近
く
な
り
、
卒
業
時
の
本
人
の
進

路
先
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
20
年
間
、
肢
体
不
自
由

児
養
護
学
校
の
在
校
生
に
は
医
療
的

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と

し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行

政
庁
等
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
近
く
な
り
、
卒
業
時
の
進
路
先
の

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
20
年
間
、
肢
体
不
自
由
児
養
護

学
校
の
在
校
生
に
は
医
療
的
な
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
生
徒
が
ふ
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

現
在
養
護
学
校
で
は
、
た
ん
の
吸

引
や
経
管
栄
養
の
注
入
な
ど
、
日
常

生
活
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い

て
は
、
研
修
を
受
け
た
教
員
が
看
護

師
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
東
京
都
な
ど
で
始
ま
っ
た
先

駆
的
な
取
り
組
み
の
実
績
が
、
実
践

研
究
、
モ
デ
ル
事
業
へ
と
広
が
り
、

ま
た
同
時
に
文
部
科
学
省
と
厚
生
労

働
省
が
連
携
し
て
医
学
的
・
法
律
的

整
理
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
生
か
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
養
護
学
校
で

の
医
療
的
ケ
ア
は
、
子
ど
も
が
有
意

義
な
学
校
生
活
を
送
る
一
助
と
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
養
護
学
校
卒
業
後
の

通
所
施
設
に
は
こ
れ
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
卒
業
生
の
進
路
先
が

狭
め
ら
れ
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
介
護
保
険
の
導
入
以
来
、

高
齢
者
福
祉
を
中
心
に
在
宅
ケ
ア
を

考
え
る
上
で
も
同
様
の
問
題
が
起
こ

っ
て
お
り
、
家
族
・
看
護
師
以
外
に

よ
る
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
を
許
容
す

る
方
向
へ
と
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
当
た
り

前
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
医
療
的
ケ

ア
も
サ
ポ
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
養

護
学
校
卒
業
後
の
進
路
先
に
つ
い
て
、

も
っ
と
広
い
選
択
肢
を
持
ち
た
い
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
声
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、

通
所
施
設
で
医
療
的
ケ
ア
が
養
護
学

校
と
同
様
に
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
国
に
対
し
、

通
所
施
設
で
家
族
・
看
護
師
以
外
に

よ
る
養
護
学
校
と
同
様
な
医
療
的
ケ

ア
の
実
施
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
速

や
か
に
制
度
を
整
備
す
る
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
あ
て

小
平
市
議
会
は
昭
和
58
年
に
す

べ
て
の
国
の
核
兵
器
に
反
対
し
、

人
類
永
遠
の
平
和
を
願
う
た
め
、

非
核
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
は
10
月
9
日
、
国
際
連

合
安
全
保
障
理
事
会
議
長
声
明
や

平
和
を
願
う
多
く
の
国
々
の
た
び

重
な
る
中
止
要
請
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器
の
廃

絶
を
基
本
と
し
た
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
っ
て
い
る
我
が
国

の
思
い
を
全
く
無
視
し
た
行
為
で

あ
り
ま
す
。

小
平
市
議
会
は
、
今
回
の
核
実

験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

今
後
い
か
な
る
国
の
核
実
験
並
び

に
核
兵
器
に
つ
い
て
も
容
認
で
き

な
い
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
11
日

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
あ

い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し
た

り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け

取
っ
た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出

席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
催
し
物
や
旅
行
会
等

へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
入
学
祝
い
や
卒
業
祝
い

○
病
気
見
舞
い

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や

お
祝
い
な
ど

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

養
護
学
校
の
生
徒
の
多
様
化
、
重

度
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
20

な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
ふ
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
平
市
に
お
い
て

は
、
医
療
的
ケ
ア
を
伴
う
障
害
児
の

進
路
先
は
、
緑
成
会
整
育
園
通
所
部

青
年
グ
ル
ー
プ
「
う
ぃ
ず
」
ま
た
は

近
隣
の
重
症
心
身
障
害
者
通
所
施
設

《
小
学
校
3
年
生
》

○
10
月
6
日
　
三
小
107
人

○
10
月
17
日
　
四
小
69
人

十
小
79
人

○
10
月
19
日
　
花
小
金
井
小
35
人

○
10
月
20
日
　
十
二
小
48
人

○
10
月
24
日
　
十
四
小
80
人

市
議
会
だ
よ
り
は
、
新
聞
折
り
込

み
と
、
公
民
館
、
図
書
館
、
地
域
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
市
の
施
設
、
市
内
の

各
駅
、
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
配
布

す
る
ほ
か
、
新
聞
未
購
読
者
に
は
個

別
に
郵
送
も
行
い
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は「
カ

セ
ッ
ト
市
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

９
月
定
例
会
で
は
、
各
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般

に
わ
た
る
政
策
上
の
問
題
に
つ
い
て

代
表
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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医

療

的

ケ

ア

を

伴

う

障
害
児
の
進
路
保
障
に
つ
い
て

障
害
者
通
所
施
設
の

医
療
的
ケ
ア
実
施
に
つ
い
て

制
度
整
備
を
求
め
る
意
見
書

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

核
実
験
に
抗
議
す
る
声
明（
要
旨
）

閉
会
中
の
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

請
願
第
56
号
　
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関

す
る
法
律
及
び
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
46
号
　
小
平
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
の
改
善
に
つ
い
て

生
活
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

7月27日～10月25日
本会議、委員会、諸会議など

27日 湖南衛生組合議会行政視察
（福島県相馬市、宮城県仙
台市、28日まで）
三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第3委員会

31日 東京都十一市競輪事業組合
議会臨時会
野火止用水保全対策協議会

01日 三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第2委員会

21日 総務委員会（西東京市視察）
22日 生活文教委員会（西多摩郡

日の出町視察）
23日 厚生委員会

全員協議会
24日 建設委員会
25日 幹事長会議
30日 議会運営委員会
31日 昭和病院組合議会臨時会

04日 9月定例会初日
05日 9月定例会2日目（代表質問）

06日 9月定例会3日目（一般質問）
07日 9月定例会4日目（一般質問）
08日 9月定例会5日目（一般質問）
12日 総務委員会
13日 生活文教委員会
14日 厚生委員会
15日 建設委員会（市内視察あり）
19日 都市基盤整備調査特別委員会

（市内視察あり）
20日 産業活性化調査特別委員会
21日 幹事長会議
22日 議会運営委員会
27日 9月定例会最終日

議会報編集委員会

10日 一般会計決算特別委員会
（12日まで）

11日 幹事長会議（臨時）
13日 特別会計決算特別委員会
17日 議会報編集委員会
23日 三多摩上下水及び道路建設

促進協議会第3委員会
24日 三多摩上下水及び道路建設

促進協議会第2委員会

7 月

8 月

9 月

10 月

議 会 日 誌議 会 日 誌議 会 日 誌

（請願）

お
知
ら
せ�

　　　件名　○○○○○○について�
�
請願（陳情）理由�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　�
�
請願（陳情）事項�
１．　　　　　　　　　　　　　　　　�
２．　　　　　　　　　　　　　　　　�
３．　　　　　　　　　　　　　　　　�

　紹介議員　氏名　　　　　（印）�
　　　平成　　年　　月　　日�

　請願者　住　　所　　　　　　　　�
（陳情者）団 体 名　　　　　　　　�
　　　　　氏　　名　　　　　　（印）�
　　　　　電話番号　　　　　　　　�

　小平市議会議長　殿�
�
� 署　名　簿�

住　　所� 氏　名�
　（印）�

件名は、「○○○について」と記�
入してください。�
�

請願には、紹介議員の署名また
は記名押印が必要です。�

請願（陳情）理由・事項は、なる
べくわかりやすく簡潔に記入して
ください。�

提出年月日、請願（陳情）者の住
所、団体名（あれば）、電話番号
を記入し、氏名を署名または記名
押印してください。�

署名簿は、請願（陳情）書と一体�
（ひとつづき）にしてください。署
名は、住所と氏名（自筆か、記名
し押印したもの）が必要です。�

＜書式例＞�
市
政
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
市
議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
と
し
て
、

請
願
と
陳
情
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
請
願
、
な

い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。
小
平
市
議
会
で
は
、
原
則
と
し
て
陳

情
は
文
書
表
の
配
付
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
】

市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
郵
送
で

の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

定
例
会
ご
と
の
受
け
付
け
の
締
め
切
り
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
だ

よ
り
１
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
今
後
の
市
議
会
の
日
程
（
予
定
）」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。※

道
路
、
建
物
な
ど
場
所
に
関
す
る
も
の
は
案
内
図
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
を
提
出
す
る
に
は

贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
取
ら
な
い


